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Microsoft Exchange Onlineの基本認証「SMTP認証」の廃止に伴い、先進認

証「OAuth 2.0」に対応

当製品は、メールを送信する機能でExchange Onlineの基本認証「SMTP認証」を使用できます

が、Microsoft社のサポート終了に伴い2025年９月以降は無効になるため、先進認証「OAuth

2.0」に対応しました。

業務スケジュール実行後の完了通知などのメールが送信できなくなるため、先進認証「OAuth

2.0」に設定を変更します。

詳細は、こちらをご参照ください。

≪ 関連メニュー ≫　

[管理ツール]-[メールサーバー設定]メニュー

育児時短就業給付金の支給申請書と賃金証明書に記載する給与データをアッ

プロード可能

<『奉行Edge 労務管理電子化クラウド』をお使いの場合>

<『給与奉行』をお使いの場合>

[社員情報]-[労務管理電子化クラウド連携]-[離職証明書／賃金証明書アップロード]メニュー

で、育児時短就業給付金の支給申請書と賃金証明書に記載する給与データをアップロードでき

るようになりました。 

[離職証明書／賃金証明書アップロード - 条件設定]画面の[基本設定]ページで、アップロー

ド対象に「育児時短就業給付金支給申請書・所定労働時間短縮開始時賃金証明書」を選択し、

『労務管理電子化クラウド』へ給与データをアップロードします。 
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これに伴い、アップロード対象の「（初回）高年齢雇用継続給付支給申請書・六十歳到達時等

賃金月額証明書」と「（２回目以降）高年齢雇用継続給付支給申請書」の選択肢が、「高年齢

雇用継続給付支給申請書・六十歳到達時等賃金月額証明書」として１つにまとまりました。

高年齢雇用継続給付申請に記載する給与データをアップロードする場合は、初回申請時でも２

回目以降申請時でも「高年齢雇用継続給付支給申請書・六十歳到達時等賃金月額証明書」を選

択してアップロードしてください。

≪ 関連メニュー ≫　

[社員情報]-[労務管理電子化クラウド連携]-[離職証明書／賃金証明書アップロード]メニ

ュー
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受け入れた特別徴収税額通知データと社員情報の関連付けの精度を向上

  <『給与奉行』をお使いの場合>

[社員情報]-[社員情報更新]-[住民税改定]-[特別徴収税額通知データ受入]メニューで

受け入れる特別徴収税額通知データと、当製品の社員情報との関連付けの精度を向上

させました。

・受給者番号と氏名（カナ）の大文字、小文字が不一致の場合も自動で関連付け

します。

・氏名の後ろに「様」が付いている場合も自動で関連付けします。

・今までは、受給者番号が空欄の社員は受け入れできませんでした。

今回から受給者番号が空欄の社員がいる場合は、ファイル情報と社員を関連付ける

画面が表示され、受け入れできるようになりました。

≪ 関連メニュー ≫
[社員情報]-[社員情報更新]-[住民税改定]-[特別徴収税額通知データ受入]

メニュー
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[社員情報登録]メニューの項目名を変更

[社員情報登録]メニューの[社保]ページの「健保証番号」と「厚年整理番号」の項目名が、「被保険者整理番号」に変更さ

れました。

これに伴い、各画面に表示される項目名や出力帳票も変更されます。

変更前 変更後

また、社員情報の項目名が変更されることに伴い、汎用データの社員情報データ・社員情報予約データの項目名が変更され

ます。

項目名 受入記号 受入桁数 受入種別 備考

【社会保険情報】

健康保険

被保険者整理番号 ESOC005 ７ 英数カナ 項目名の変更

厚生年金保険

被保険者整理番号 ESOC013 ７ 数字 項目名の変更

≪ 関連メニュー ≫
・[社員情報]-[社員情報登録]-[社員情報登録]メニュー

・[随時処理]-[汎用データ作成]-[社員情報データ作成]-[社員情報データ作成]メニュー

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[社員情報データ受入]-[社員情報データ受入]メニュー

2 / 2



機能アップガイド
Ver.5.01 



目次

介護休業手続で必要な賃金月額証明書に記載する給与データをアップロード可能

＜『奉行Edge 労務管理電子化クラウド』をお使いの場合＞

＜『給与奉行』をお使いの場合＞

 2

搭載辞書を更新  2

1 / 2



介護休業手続で必要な賃金月額証明書に記載する給与データをアップロード可

能

<『奉行Edge 労務管理電子化クラウド』をお使いの場合>

<『給与奉行』をお使いの場合>

[社員情報]-[労務管理電子化クラウド連携]-[離職証明書／賃金証明書アップロード]メ

ニューで、介護休業手続で必要な賃金月額証明書に記載する給与データをアップロード

できるようになりました。

[離職証明書／賃金証明書アップロード - 条件設定]画面の[基本設定]ページで、アッ

プロード対象に「休業開始時賃金月額証明書」を選択し、『奉行Edge 労務管理電子化

クラウド』へ給与データをアップロードします。

搭載辞書を更新

郵便番号辞書 2024年８月30日時点

銀行支店辞書 2024年９月９日時点

市町村辞書 2024年８月19日時点
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